
 
 

 
 

 
 
西武鉄道株式会社(本社：埼玉県所沢市、社長：後藤高志)では、西武秩父線の開通４０周年（昭和４４年

１０月１４日開業）を記念して、多摩湖線および池袋線・狭山線において１０１系車両新造当時（４０年前）の塗

色を施した車両を運行します。 

今般、特別塗色を施した１０１系車両は当社のほとんどの路線で運行し、一時期最大４３４両で西武鉄道の

輸送を支え、今もなお、主力車種として活躍しています。 

昨年、当社新型車両３００００系（スマイルトレイン）の導入により、一部現役引退（廃車及び譲渡）も進んでお

りますが、登場時から約３１０万キロを走行（※当該２６１編成の場合）した１０１系車両は、団塊世代の方々が

新入社員の頃より一緒に歩んできたことにも重なります。 

新車当時の姿に再塗色された１０１系に、ぜひこの機会にご乗車ください。 

詳細は下記のとおりです。 

記 

塗色車両と運行区間 
① ２６１編成（4 両編成）＝主に多摩湖線（３月３０日営業運転開始） 
② ２７１編成（2 両編成）＝池袋線および狭山線（６月中旬より営業運転開始予定） 

旧塗色概要：１０１系車両のツートンカラー（西武イエロー＋西武ベージュ色）は、１９６９（昭和

４４）年のデビュー当時から実施。１９９６（平成８）年～２０００（平成１２）年に

かけて、ツートンカラーから黄色一色へ順次変更しております。 
 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 ○お問い合わせ先 
西武鉄道お客さまセンター ℡（０４）２９９６－２８８８ 

  営業時間：平 日９：００～１９：００  土休日９：００～１７：００ 

※音声ガイダンスのご案内により操作してください。 

以 上 
 

40 年前の西武電車の車体色で運行します。 
～西武１０１系車両、団塊世代とともに時をかさねて今も現役で運行中～ 
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多摩湖線で走行中の塗色変更車両 


